
 

 

 

 

2025 MFJ公認 準国際競技会  鈴鹿サンデーロードレース 第４戦 

 

会場：三重県 鈴鹿サーキット 国際レーシングコース（1周 5.821km） 

日時：１１月 7日（金） スポーツ走行         天候：晴れ少し曇り  コース：ドライ 

    １１月 8日（土） 公式予選              天候：晴れ       コース：ドライ 

    １１月 9日（日） 決勝レース（7周）      天候：雨         コース：ウェット 

ＩＮＴ JSB1000クラス #75：ライダー 櫻山茂昇／マシン YAMAHA YZF－R1 

ＩＮＴ JSB1000クラス #77：ライダー 伊藤勇樹／マシン YAMAHA YZF－R１ 

NAT ST600クラス    ＃76：ライダー 小林玄太／マシン YAMAHA YZF－R６ 

結果：予選     ＃7１ 伊藤選手 2４台中 1位（ベストタイム 2'９.９２４） 

決勝レース ＃7１ 伊藤選手 2４台中 3位（ベストタイム 2'３０.６４５） 

 

 

予選     ＃75 櫻山選手 2４台中１０位（ベストタイム２’１4.０１９） 

    決勝レース ＃75 櫻山選手 2４台中 4位（ベストタイム２’３２.５４８） 

 DNS     ＃76 小林選手 怪我のため療養中 

 

日頃より RPT（Racing Project Team）長野にご支援、ご声援をいただきまして、誠にありがと

うございます。おかげ様で今シーズンもオートバイによる長野県地域活性化を目指して、RPT長野の

活動を継続することが出来ています。多くの皆様に支えていただき心より御礼を申し上げます。本大

会は鈴鹿８耐後の久しぶりのレースとなり、今シーズン最後のレースです。 

 

◆特別スポーツ走行 

鈴鹿８耐トライアウトを兼ねた第 1 戦、続く第 2 戦で 2 連続ポール・トゥ・ウィンを達成した#71 

伊藤選手、チームリーダー#75 櫻山選手は共に第 3戦の出場を見送ったため久々の鈴鹿での走行

となりましたが、大きなトラブルなく無事に走行を終えました。NAT ST600クラスの小林選手は以

前負った怪我の治療に専念するため、本大会も欠場となりました。 

 

JSB1000クラス ２０２５シリーズチャンピオン獲得！！ 



◆予選 

予選当日は雲の合間から時折日が差し込む曇り空でしたが、路面はしっかりと乾いており、走るの

に非常に適した一日となりました。 

走行開始直後、コースレコードに 0.2秒差まで迫る 2分 9秒 924を刻んだ #71 伊藤選手は、

3 周目の走行後にいったんピットイン。短時間で調整を終えると、すぐさま再アタックに入りました。

惜しくもコースレコード更新には至らなかったものの、他の選手が軒並み 2分 10秒台だったなかで

唯一 2分 9秒台を記録し、予選を 1 位で通過。欠場した第 3 戦を除く全レースでポールポジション

を獲得、圧倒的な強さを見せつけました。 

#75 櫻山選手はマシン・ライダーともに安定した走りを見せ、自己ベストにあと 0.1 秒に迫る 2

分 14秒 019を記録。5周走行後に一度ピットインしますが、すぐにコースへ戻って淡々と走り込み

ます。全 24台中 10番手で予選を通過、決勝レースへ臨みます。 

 

◆決勝 

決勝当日は朝から冷たい雨が降りしきり、終日ぐずついた天候となりました。INT JSB1000 の

決勝は 1 時間あたり 2～3 ミリの降雨が観測される中で行われ、一日の中でも最も雨が強かった時

間帯に実施されました。決勝レースは当初 10周の予定でしたがWET宣言により 2周減算、さらに

スタートディレイにより 1周減算され、最終的に 7周のレースとなりました。 

ポールポジションを得てフロントローからスタートした#71 伊藤選手はホールショットを奪い、先

頭で集団を率いていたものの、デグナーで#7 Honda向陽会ドリームレーシングチームの高橋選手

にオーバーテイクを許します。西コースで詰めると、東コースでは#7 高橋選手が離していくような

せめぎあいが続きます。トップ争いをする両選手は 3周目で 0.001秒まで変わらない 2分 30秒

645 を記録。しかし 5 周目でマシントラブルが発生し、ペースダウンを余儀なくされます。ここで順

位を一つ落とすことになりますが、最後まで走りきることを優先した伊藤選手はピットインすること

なく 6 周目、そしてファイナルラップの 7 周目へ。なんとか最後までマシンを保たせ 3 位でチェッカ

ーを受けた伊藤選手は、見事シリーズチャンピオンの座を勝ち取りました。 

グリッド 10番手からスタートした#75 櫻山選手は 1周目終了時点で 4位に浮上。2周目のセ

クター1ではそれまでの区間最速となる 42秒 337をマークすると、そのままベストラップタイムと

なる 2分 32秒 548を更新します。3周目では 3番手の選手より約 0.3秒早いラップタイムを刻

みます。その後はペースも順位も落とすことのない安定した走りで周回を重ね、3番手の伊藤選手に 

 

 



 

続いて 4位でフィニッシュ。今回のレースでは最後まで腕上がりの症状に悩まされることなく、今シ

ーズン最も調子の良い走りを見せてくれました。 

 

◆伊藤選手コメント 

今回も応援頂き感謝致します。このレースの参戦に関しまして EDPアシスタント株式会社様を始

め多くの皆様のご協力のもと参戦が叶いました。 

レースウィークを通してとても良い流れを保ち、予選では唯一の 2'09秒台を記録し、レースも悪

天候の中、冷静なレース運びができ表彰台を獲得できました。目標の年間チャンピオンも獲得でき、

これ以上ない結果で終われたことは、チーム長野やチームマツナガの皆様、スポンサー様、応援してく

ださっている皆様のおかげと思っております。本当にありがとうございました。 

 

◆櫻山選手コメント 

 いつも RPT長野にご支援、ご声援をいただきまして、誠にありがとうございます。激闘の鈴鹿８耐

から、少し時間が経過してからの久しぶりのスプリントレース参戦となりました。今大会では、伊藤選

手が第 1戦、第 2戦で優勝しているため、JSB1000クラスのシリーズチャンピオンが掛かったレー

スとなりました。私も来年への弾みとするため、鈴鹿８耐の予選でたたき出したベストタイムを更新す

ることと、上位入賞を目指しての参戦をしました。 

 ２週間前には２日連続のテスト走行をし、本番に備えたトレーニングを毎日こなして挑みました。金

曜日の特別スポーツ走行では、短い走行時間を最大限に使い予選に備える予定でしたが、不運にも

電気系トラブルにより、僅かな走行しか出来ませんでした。それでも、予選に向けて確認出来たマシン

の感触を頼りに、予選に向けたセットアップをしました。 

 予選日は、ドライコンディションとなり自己ベストタイムの更新を目指し、予選開始序盤からプッシュ

しました。しかし、気合が空回りする結果となり、各周回のセクター区間タイムでは、自己最速タイムを

記録しましたが、その速さを 1周にまとめることが出来ずに、自己ベストタイムを僅か更新出来ませ

んでした。 

 迎えた決勝日は、朝から強い雨が降っていました。そこで、気持ちを切り替え、雨の中ではクレバー

に走ることにしました。後方からのスタートだったため、勝負は 1周目でどれだけ前に出られるかで

決まると思い、それが的中し 4位での上位フィニッシュをすることが出来ました。いつも応援してく

ださる皆様のおかげ様です。引き続き上位を目指し頑張ります！ 

 



 

左：伊藤選手                        右：櫻山選手 

 

  



 

 

  



 


